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昨
年
は
年
金
者
組
合
の
飛
躍
や
、
医
労
連
ち
ひ
ろ
コ
ス
モ
ス

労
組
の
結
成
、
高
知
一
般
の
拡
大
な
ど
、
加
盟
組
織
の
健

闘
に
よ
っ
て
、
高
知
県
労
連
は
九
月
十
三
日
の
定
期
大
会
を

増
勢
で
迎
え
ま
し
た
。
職
場
と
地
域
を
軸
足
に
据
え
た
運

動
が
、
着
実
に
実
を
結
び
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
　
様
々
な
運
動
の
中
、
多
く
の
分
野
で
前
進
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
新
た
な
年
を
迎
え
、
さ
ら
に
運
動
の
発
展
を
願
い
な

が
ら
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
。

四
月
・
普
天
間
基
地
撤
去
・
沖
縄

に
新
基
地
を
許
さ
な
い
県
集
会

六
月
・
最
賃
ハ
ン
ス
ト

九
月
・
タ
ク
シ
ー
ベ
イ
問
題

十
月
・
国
鉄
和
解
報
告
集
会

八
月
・
青
年
部
Ｂ
Ｂ
Ｑ
企
画

十
一
月
・
国
民
大
運
動
県
交
渉

十
一
月
・
農
業
問
題
学
習
会

十
二
月
・
あ
っ
た
か
村

飛
翔 一年の歩み　－２０１０～２０１１－

運動の前進を誓い

様
々
な
分
野
で
前
進

県
労
連

一
月
・
旗
開
き

二
〇
一
一
年
春
闘
で
何
を
め
ざ
す-

田
口
書
記
長
に
聞
く-

Ｑ
．
ま
ず
最
初
に
二
〇
一
一
年
春
闘
の
特
徴
を
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
？

Ａ
．
昨
年
の
春
闘
で
民
主
党
政
権
を
下
半
身
は

「
生
活
者
主

義
」
、
上
半
身
は

「
新
自
由
主
義
」
の
ケ
ン
タ
ウ
ロ
ス
的
存
在
と

言
い
ま
し
た
。
国
民
の
願
い
は
、
構
造
改
革
路
線
か
ら
の
決
別
で

し
た
。
し
か
し
現
実
に
は
民
主
党
内
で
構
造
改
革
路
線
が
大
勢
と

な
り
、
社
会
的
に
格
差
と
貧
困
が
更
に
進
行
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
支
持
率
低
下
の
中
で
党
内
亀
裂
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

「政
治
の
貧
困
が
、
国
民
生
活
に
お
け
る
貧
困
を
助
長
し
て
い
る

と
言
え
ま
す
。
　

Ｑ
．
そ
の
よ
う
な
中
、
ど
の
よ
う
な
運
動
を
し
て
行
き
ま
す

か
？

Ａ
．
一
言
で
い
え
ば

「構
造
改
革
路
線
と
の
対
決
」
で
す
。
二
つ

の
柱
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は

「反
貧
困
」
の
取
り
組
み
で
す
。
昨
年
の
秋
の
県
社
保

協
の

「全
県
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
で
は
、
「各
自
治
体
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

貧
困
を
な
く
そ
う
」
と
反
貧
困
の
共
同
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
あ
っ
た
か
村
年
末
相
談
会
の
取
り
組
み
も
そ
の
一
環
で
、
昨
年

は
土
佐
清
水
、
須
崎
、
高
知
、
安
芸
で
開
催
で
き
ま
し
た
。
高

知
市
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
窓
口
に
チ
ラ
シ
を
置
い
て
も
ら
い
、
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
報
道
機

関
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
相
談
活
動
や
相
談
窓
口
の
存
在
を
広

く
知
ら
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
「反
貧
困
」
の
共
同
を
更
に

進
め
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、
地
域
主
権
改
革
と
対
決
し
、
地
域
を
守
り
再
生

す
る
取
り
組
み
で
す
。

昨
年
は
農
民
連
と
共
催
で
農
業
問
題
の
学
習
会
を
成
功
さ
せ

ま
し
た
。
国
の
出
先
機
関
の
廃
止
統
合
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

（
環
太
平
洋

連
携
協
定
）、
保
育
の
新
シ
ス
テ
ム
、
教
育
、
医
療
、
介
護
な
ど

な
ど
問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
個
々
バ
ラ
バ
ラ
で
は

な
く
、
地
域
を
守
る
と
い
う
視
点
で
統
一
し
、
大
き
な
運
動
に

し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
運
動
を
展
開
す
る
の
で
す

か
？

Ａ
．
二
月
、
三
月
段
階
で
地
域
を
含
ん
だ
大
宣
伝
行
動
を
展

開
し
ま
す
。
公
務
員
バ
ッ
シ
ン
グ
と
我
慢
の
哲
学

（賃
金
も
雇

用
も
我
慢
せ
よ
）
と
い
う
二
つ
の
偏
見
を
一
掃
す
る
こ
と
を
め

ざ
し
ま
す
。

ま
た
、
二
月
段
階
で
地
域
を
守
る
共
同
の
県
民
集
会
を

開
催
し
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
な
ど
で
従
来
の
枠
を
超
え
た
呼

び
か
け
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
重
点
の
課
題
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
．
雇
用
と
賃
金
の
底
支
え
で
す
。
賃
金
闘
争
で
は
年
収
の

ダ
ウ
ン
を
防
ぎ
中
期
的
な
視
点
も
持
っ
た
提
案
型
の
運
動
を

め
ざ
し
ま
す
。
最
賃
闘
争
を
重
視
し
、
生
計
費
調
査
の
実
施

を
検
討
し
ま
す
。

　
雇
用
問
題
で
は
、
高
校
生
、
大
学
生
の
就
職
問
題
、
長
期

の
失
業
問
題
な
ど
で
よ
り
具
体
的
な
雇
用
政
策
を
ま
と
め
ま

す
。労

賃
や
労
働
条
件
に
し
わ
寄
せ
を
さ
せ
な
い
入
札
制
度
の

改
善
や
公
契
約
条
例
制
定
の
運
動
を
め
ざ
し
ま
す
。

Ｑ
．
最
後
に
組
織
拡
大
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
？

Ａ
．
昨
年
の
大
会
は
増
勢
で
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
県

労
連
への
労
働
相
談
は
年
間
３
０
０
件
で
す
。

そ
の
二
割
近
く
が
組
合
に
入
っ
て
く
れ
ま
す
。
「一
人
か
ら
組

織
へ」
を
合
言
葉
に
未
組
織
職
場
で
の
組
織
化
を
め
ざ
し
ま

す
。

　
ま
た
、
職
場
内
で
は
、
組
合
員
が
減
る
の
は
仕
方
が
な
い
と

い
う

「宿
命
」
論
を
払
拭
し
、
「こ
ん
な
仕
事
が
し
た
い
」
「こ

ん
な
職
場
に
し
た
い
」
「こ
ん
な
地
域
を
作
ろ
う
」
と
い
う
理

念
提
示
型
の
組
合
員
拡
大
を
提
起
し
ま
す
。
三
～
五
月
の

拡
大
月
間
で
飛
躍
を
作
り
出
し
ま
す
。

二
月
・
年
金
一
揆

三
月
・
労
働
講
座

五
月
・
メ
ー
デ
ー

七
月
・
増
税
反
対
パ
レ
ー
ド

六
月
・
郵
政
キ
ャ
ラ
バ
ン

十
月
・
社
保
協
キ
ャ
ラ
バ
ン

十
一
月
・
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン


